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１ 学校経営の重点 

（１）教育目標  

    社会的に自立し、社会の一員としての自覚と責任を備え、自律的・創造的で活力ある生徒を育成する。 

（２）学校経営の重点 

ア 生徒一人ひとりが自ら学び、自ら考え、主体的に自己の個性や能力を伸長し、自己実現を図ることができる

「生きる力」を育成する。 

イ 体験的活動など多様な取組をとおして、健全な精神を育成し、自らの責任を自覚させるとともに、社会性を

育て、他を思いやる豊かな心を培う教育を推進する。 

ウ 望ましい勤労観や職業観を育てることで、地域社会を支え、その発展に寄与する人材を育成する。 

（３）経営の重点 

     ア 個性を伸ばす教育の推進 

(ア)インスパイア・ハイスクール事業を活用し、キャリア教育の充実を図り、進路目標の実現に努める。 

(イ)「総合的な学習の時間」や「高校生就業体験事業」等の指導をとおして、生徒の進路を切り開く力を育

成し 、学習意欲を高める。 

         (ウ) カウンセリングや面接指導をとおして生徒の内面理解に努め、個性の伸長を適切に援助する。 

      (エ)部活動の指導を充実し、豊かな人間形成ができるように努める。 

    イ 魅力ある学校づくりの推進 

         (ア)生徒の能力や適性に応じた多様な学びを可能にするため、選択科目を設置する。 

      (イ)社会人講師を効果的に活用し、より幅広い教育実践を行う。 

         (ウ)検定試験への取組を充実し、多様な検定に挑戦させ、資格取得できる能力を身につけさせる。 

     (エ)ボランティア活動や「高校生ふるさと貢献活動事業」等の体験活動の充実を図り、「共に生きる心」や

未来に向けての「志」を育むことができるよう努める。 

ウ 総合学科教育の推進 

           (ア)学校自己評価や学校関係者評価、生徒を対象としたアンケート調査を活用し、学校や生徒の現状を把

握し、社会の変化や生徒の実態に対応した総合学科教育の推進を図る。 

     (イ)「産業社会と人間」の授業を充実させ、在り方生き方を探求する指導に努める。 

     (ウ)生徒の実態を踏まえた教育課程を編成する。 

       エ 自他の人権を尊重し、共に生きる心を育てる教育の推進 

         (ア)「コミュニケーションの在り方実践・研究」をテーマとして、「高校生心のサポートシステム」に取り

組むことで、「より良い人間関係づくり」と「規範意識の醸成」に努める。 

(イ)スマートフォンや携帯電話等に依存しないコミュニケーション能力を育成する。 

         (ウ) ボランティア活動などの体験的な活動をとおして、人権感覚を磨き、自他の生命と人権を尊重し、い

じめを許さない集団づくりを目指すとともに思いやりの心や福祉の心を育成する。 

         (エ)人間的なふれあいに基づく、心の通い合う生徒指導や教育相談等の充実を図る。 

      オ 校内の情報環境の整備と充実 

         (ア)教育の情報化を進め、情報教育の総合的で計画的な取組を推進する。 

         (イ)情報管理の一元化を進めるとともに生徒や教職員の情報モラルの確立に努める。 

カ 信頼される学校づくりの推進 

(ア)学校行事など、保護者と教職員が協働して活動するなど、ＰＴＡ活動の活性化に努め、保護者との連携

を推進する。 

(イ)学校評議員からの評価や意見を学校の活性化に役立てる。 

(ウ)「高校生ふるさと貢献活動」やボランティア活動等を活用して、地域との交流を推進する。    

(エ)中学生並びにその保護者への適切な情報提供を行うためのホームページの積極的な更新や学校便り等

の作成及び配布を推進するなど、本校教育についての広報活動を充実させる。 

 ２  教科指導及び生徒指導（特別教育活動を含む）の重点 

（１）教科指導 

      ア 生徒の興味・関心・進路希望に対応し、多様な選択科目の設置と見直しを図り、教育課程の充実に努める。 

      イ 思考力・判断力・表現力等とともに、情報活用能力の育成を図る。 
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      ウ 個を生かした進路実現のため、教科・科目の指導内容の工夫を図る。 

         (ア) 基礎的・基本的な知識・技能を確実に定着させる。 

         (イ) 教科の指導内容の精選を行うとともに、指導方法や教材の工夫を行う。 

  (ウ) 進路実現に向けた個別指導の徹底を行うとともに、家庭学習の習慣化を図る。 

      エ 生徒の日常の様々な学習成果を多面的に評価するための観点別評価を行う。 

      オ 進路や各種検定に対応した補習・補充授業を実施するとともに、部活動との両立を図る。 

      カ 授業時間の確保を行うとともに、授業内容の充実とわかる授業の推進を図る。   

キ シラバスの作成や生徒による授業評価をとおして、授業改善のPDCAシステムを効率的に運用する。 

ク 年２回の公開授業週間や各教科の研究授業の実施により、授業研究を推進する。 

（２）特別活動 

ア ホームルーム活動の充実を図る。 

     (ア) 「高校生心のサポートシステム」の活用をとおして、ソーシャルスキルの向上に取り組み、人間関係

づくりを推進する。 

         (イ) 生徒に自己理解を深めさせ、将来の在り方生き方や進路意識の高揚を図る。 

イ 生徒会活動の活性化を図る。 

        (ア) 地域ボランティア活動に積極的に参加させ、地域の一員としての自覚を高め、地域に貢献する態度を

育成する。 

(イ) 各種委員会活動の活性化、生徒による行事等の運営をとおして、生徒の自己有用感の向上を図る。 

ウ 部活動を活性化し、生徒の本校への帰属意識を高めさせる。 

エ 学校行事の内容を充実させるとともに、保護者や地域社会への情報発信及び公開に努める。 

（３）生徒指導 

ア 規範意識の高揚に努める。 

(ア) 社会人として求められる基本的生活習慣の確立を図る。 

         (イ) 社会の一員としての自覚を持たせ、高校生らしいマナーと態度等の育成を図る。       

         (ウ) 暴力やいじめ、授業妨害等を許さない指導を徹底する。 

(エ) 全教職員の共通理解を図り、協働実践することによって生徒指導の徹底を図る。 

(オ) 「高校生心のサポートシステム」を有効に活用し、生徒指導の充実を図る。 

(カ) 携帯電話等の使用マナーを向上させ、良好な人間関係づくりを目指す。 

      イ 生徒の内面理解に基づく、生徒指導の充実を図る。 

         (ア) スクカウンセラーとの連携を密にし、共感的理解に立った生徒指導の充実に努める。 

         (イ) 生命と人権尊重を重視した教育の推進を図る。 

(ウ) 問題行動の未然防止と適切な事後指導に努める。 

      ウ 自主・自律の精神の育成を図る。 

        (ア) 各種学校行事への取組や「高校生ふるさと貢献活動事業」等への取組をとおして、自主・自律の精神

の育成を図る。 

         (イ) 地域活動やボランティア活動など、多くの人と交流する活動をとおして自己有用感を持たせ、自信と

誇りを持った生き方を探求させる。 

      エ 家庭や地域との連携を図る。 

(ア) 保護者会やＰＴＡ総会等をとおして、学校の指導方針を明らかにし、理解と協力を求める。 

(イ) 学校の状況や課題等を保護者や地域の人々と共有し、地域の教育力を取り入れた生徒指導の推進を図

る。 

         (ウ) 地域の福祉活動や奉仕活動へ積極的に参加させることにより、地域の課題に気付かせ、地域社会の一

員として自覚させる。 

(エ) 学校・家庭・地域社会や関係諸機関との連携を密にし、いじめや問題行動等に関する早期発見・早期

対応に努める。 

         (オ) 「ネットいじめ・誹謗中傷」の未然防止に向けて、保護者や関係諸機関との連携を充実する。 

（４）進路指導（キャリア教育） 

ア 組織的、継続的な進路指導体制を確立する。 

         (ア) 生徒の基礎学力の定着を図り、自己実現のために必要な意欲や態度の育成を図る。  

(イ) 生徒が主体的に進路を選択できるよう、各年次に応じて段階的で継続的なキャリア教育の展開に努め

る。 

     (ウ) 生徒や保護者に、適切な進路情報を提供し、進路指導の充実を図る。     

         (エ)積極的に進路研修会を実施して、学校全体としてのキャリア教育の充実に努める。 

イ 進学指導を推進する。 
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      (ア)進路希望に応じた学習指導体制の確立を図る。 

         (イ) 大学・短大・専修学校等に関する進路情報の収集整理を図り、進学指導を充実する。         

(ウ) 収集・整理した情報を的確に、生徒や保護者へ提供する。 

ウ 就職指導の充実を図る。 

        (ア) 保護者や地域、職業安定所等関係機関との連携を密にし、情報収集や情報交換をするとともに、情報

の活用を図る。 

         (イ) 挨拶や接遇等の指導を行うことで生徒の面接等に適切に対応できる力を育成する。 

      (ウ) 「地学地就」の理念の基づき、地元企業の求人開拓に努め、地場産業を担う人材の育成に努める。 

（５）人権教育 

ア ホームルーム活動等の特別活動や教科の授業をとおして、人権教育の推進を図る。 

(ア)あらゆる教育活動をとおして、人権意識を高揚させるとともに、思いやりの心の育成を図る。 

(イ) 講演会の開催や「高校生」、「HUMAN RIGHTS」、「かけがえのないあなただから」等を活用し、豊か

な人権感覚の育成を図る。 

(ウ) ボランティア活動等を人権意識高揚の場として活用する。 

イ 人権推進体制の充実と教員の指導力の向上を図る。 

          (ア) 全体計画と年間指導計画に基づき人権教育を推進する。 

          (イ) 効果的な教材の開発と、継続的な校内研修を行う。 

（６）情報教育 

ア すべての教育活動をとおして、情報活用能力の育成を図る。 

イ 人権尊重、プライバシー保護の観点から、情報モラルの確立を図る。 

ウ 情報機器、情報通信ネットワークの拡充を図り、情報教育の充実に努める。 

（７）教育相談 

ア 生徒一人ひとりの悩み等を積極的に受容できる教育相談体制の整備に努める。 

イ 不登校やいじめなど、心のケアを必要とする生徒に、予防的・カウンセリング的な教育相談を行うととも

に、キャンパスカウンセラーや関係機関との連携を強化し、問題解決に当たる。 

ウ 教職員が、保護者との信頼関係を基盤に、カウンセリングマインドを生かした教育相談の充実に努める。 

３  健康管理に関する指導の重点 

（１）健康管理 

ア 健康診断により生徒自身の健康に関する自覚を高めさせるとともに、心身の異常と疾病の早期発見、早期

治療に努める。 

イ 健康講話や「保健だより」の発行等をとおして、健康への理解を深め、関心を高める。 

ウ 学校保健委員会を活性化し、生徒の安全と健康管理に関する共通理解を図る。    

（２）安全教育の強化 

ア 毎月１回、施設・設備・用具等の安全点検を行い、危険防止に努める。 

イ 交通安全指導、防災訓練、救急救命講習会等をとおして、安全かつ迅速な行動ができる態度と能力を培う。 

ウ 安全意識の向上を図るとともに、万一の事故に備え救急体制を生徒や職員に徹底させ、緊急時の安全対応

に努める。 

（３）清掃・美化 

ア 積極的な日常の清掃活動をとおして、美化の精神の育成を図る。 

イ 生徒会の美化委員会の活動により、校内美化の推進を図る。 

ウ ゴミの分別収集の徹底と環境意識の向上を図る。 

４ 研究テーマ 

（１）生徒一人ひとりの「潜在力」を引き出し、個性を更に伸長させるため、学び直しの教育課程の充実を図る。 

（２）平成２８年度「高校生心のサポートシステム」研究開発校として、「人間関係づくり」と「規範意識の醸成」

に取り組み、いじめや暴力等の克服に努める。 

ア スマートフォンや携帯電話等に依存しないコミュニケーション能力を育成する。 

イ ソーシャルスキルを高めるためのLHRを実施する。 

ウ いじめ、暴力等の未然防止、早期発見、早期解決に向けて教員による情報の共有を頻繁に実施する。 

５  高校生ふるさと貢献活動 

（１）出前コンサート・ジョイントコンサート 

    本校吹奏楽部が地蔵祭り等の地域の様々な行事に参加し、音楽活動によって地域に貢献する。 
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（２）ボランティア活動   

ア 生徒会活動やＨＲ活動としてボランティア活動を実施する。 

イ 市内にある福祉施設との活動をとおして、交流を図る。 

ウ 単身高齢者へのクリスマスケーキやカードのプレゼントを行う。 

（３）地域活動  

ア 陸上競技部や吹奏楽部が、近隣の枚田小学校で交流活動を行う。 

イ 地域清掃ボランティア活動や地域行事の参加をとおして、地域の人々や地域社会との積極的な交流を図る。 

（４）オープン・ハイスクール 

本校の教育活動をより深く理解することを目的に、中学２・３年生を対象とした学校紹介及び授業体験を年３

回以上実施する。 

  本年度の予定 学校紹介・授業体験…７月２８日(木)・１０月１日（土）、総合学科発表会２月４日(土) 

（５）オープンスクール   

６月・11月に公開授業週間を設定し、地域の人々、中学生の保護者に授業や施設・設備の公開や体験授業を実

施する。  

６  高校生就業体験事業 

（１）地元企業等の職場体験 

１年次生が１０月に、３日間の就業体験を行う。 

（２）望ましい職業観や勤労観の育成 

本校卒業生、社会人等を講師とするキャリアミーティングを開催し、働くことの意義の理解、進路選択への意

識を高める。 

（３）高校生・ふれあい育児体験 

幼稚園・保育所(枚田岡保育所、和田山幼稚園、大蔵こども園)を訪問し、乳幼児とふれあい、乳幼児に対する

理解を深め、思いやりの心を育てる。 

（４）企業見学 

４月に２年次生が地元企業（フジッコ・タジマ食品工業・フジテック等）を見学し、進路選択への意識づけ及

び職業への理解を図る。 

７  高校生キャリアノートの活用 

（１）人生目標を設定 

「産業社会と人間」のなかで、自分の過去を振り返るとともに高校生活の目標を設定し、どのような人生を歩

みたいか、具体的に人生をデザインすることに活用する。 

（２）高校生活の目標を設定 

「高校生キャリアノート」を活用し、高校生活の学習・学校行事・部活動・その他について具体的な目標を設

定する。 

（３）主体的な進路選択 

働くことの意義を考え、望ましい職業観や勤労観を身につけるとともに、就業体験等で自ら仕事を体験するこ

とで働くことの喜びや意義を体得し、主体的な進路選択ができるように活用する。 

８ インスパイア・ハイスクール事業 

（１）地元企業等の訪問・見学 

２年次生が地元企業の訪問を行い、望ましい職業観や勤労観の育成を図る。 

（２）面接指導の充実 

朝来市商工会の紹介を受けた事業所の方やハローワークの方を招聘して模擬面接を行う。 

（３）就業体験事業 

朝来市、養父市にある事業所でインターンシップを行い、働くことの意義を学ぶ。 

（４）進学指導の充実 

大学・短大・専門学校を訪問し、進学への意識の高揚を図る。 


